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※※掲載しているイベント・休館日などの情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて中止また
は変更になる場合があります。最新の情報は図書館ホームページをご確認ください※※

　

縄
文
時
代
の
土
器
の
底
部
に
は
、
編
み
物
や

葉
脈
、
動
植
物
な
ど
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と

で
、
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昆
虫
の
痕
跡
に
つ
い
て
み
て
い
く

こ
と
に
し
ま
す
。
昆
虫
や
植
物
は
、
土
器
を
製

作
す
る
際
、
周
囲
に
散
乱
し
て
い
た
も
の
が
付

着
す
る
こ
と
で(

ま
た
は
意
図
的
に
縄
文
人
が

混
入
さ
せ
る
こ
と
で)

、
粘
土
に
練
り
こ
ま
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
大
橋
原
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
土
器
の
底

部
か
ら
は
、
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
の
痕
跡
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
関
東
地
方
で
は
８
遺
跡
目
で
す
。

今
回
確
認
さ
れ
た
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
は
残
念
な
が

ら
頭
が
な
い
状
態
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ

ク
ゾ
ウ
ム
シ
は
定
住
性
が
高
い
集
落
で
見
つ
か

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
石
岡
市
の
縄
文
遺

跡
の
解
明
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
の
痕
跡
が
残

る
土
器
や
そ
の
調
査
成
果
は
、
石
岡
市
立
ふ
る

さ
と
歴
史
館
企
画
展
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
31
回
企
画
展

「
底
だ
け
展
―
「
そ
こ
だ
け
」
に
あ
る
魅
力
・

「
そ
こ
だ
け
」
に
し
か
な
い
魅
力
―
」

期
間
／
４
月
２
日
日
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
(
総
社
１
-
２
-
10
)

休
館
日
／
月
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

シリーズ 210

「土器の底部からわかる痕跡③」
問文化振興課（支所）
℡ 43-1111（内線 1456）

【３月の休館日】
6 日月・13日月・20日月・21日火　・27日月・
30日木
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

▲確認されたコクゾウムシのレプリカ。展示室

では、より詳細な写真なども展示しています。

◆こども図書館
（午前 10時 30分～）
4日土 おはなし玉手箱
9日木 ひよこのおはなしかい
18日土 むかしむかしのおはなし会
◆郷の本棚やさと図書館
（午後２時 30分～）
11日土 おはなしフレンズ

祝

音とお話のユニット

▶「音とお話のユニット “おとばな ”」～フルー
トとギターと語りによる珍しいアンサンブル！
朗読劇でもなく、読み聞かせでもなく、演劇と
も違う？！唯一無二の新感覚ユニット。
日時：３月 30日木　午後２時から
場所：八郷総合支所４階 多目的ホール
対象者：小学生と保護者
内容：フルートとギターと語りによるアンサンブ
ルとギターにまつわるおはなし
参加費：無料
定員：40人
申込方法：３月７日火から中央図書館へ電話で申
し込み

“おとばな”



第 42回

「石岡合唱連盟」

　石岡合唱連盟は今年で創立 54年目の活動
となります。令和４年 11月には、コロナ禍
で２年間中止せざるを得なかった合唱祭を、
中央公民館の大講堂で行うことが出来まし
た。コロナ以前に比べると参加人数は２割減
となりましたが、７団体が参加し「やはり、
やって良かったね」という声が上がっていま

した。
　年１回の石岡市文化祭の一環として連盟全
体で開催している合唱祭の他、各団体におい
ては自主演奏会、県合唱連盟での発表行事、
福祉施設訪問活動などを行っています。合唱
に興味のある方はお気軽にご連絡ください。
問石岡合唱連盟（代表：吉田）℡ 23-6515
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▲にじの会（第 50 回合唱祭） ▲はあもにいの会（第 50 回合唱祭）


